
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病児保育室だより  わかば ２０２６．9 月号     

 もえぎ野わかば保育園 
病児保育室 HP 

＊利用の仕方などご不明な点がございましたらお気軽にお電話ください。 

社会福祉法人 河内厚生会 

もえぎ野わかば保育園 病児保育室 

☎０９０－１６６４－６７７９(受付８時～１７時) 

病児保育室情報 

暑さもようやく一段落し、朝夕の風には秋の気配が感じられるようになりました。1 日の中の気温

差が大きくなるこの時期は、体調をくずしやすいときです。毎日の体調の変化にご注意ください。 

９月１日は防災の日、９月９日は救急の日です。もしもの時に備え、非常食や水、ラジオ、

懐中電灯などを用意しておきましょう。 

また、お子さまにも火事や地震が起こったらどのように行動すべきか、煙を吸わずに逃

げる方法や地震の時は机の下に隠れるなど、日頃から繰り返し話し、緊急時に備えるよ

うにしましょう。 

防災週間（８月 30日～９月５日） 

おうちの中にも事故やけがを招く危険な物がたくさんありま

す。事故を防ぐために、確認をしてみましょう。 

・子どもの手の届く場所に置いてはいけない物 

 （薬、洗剤、たばこ、ライター、ポット、炊飯器、包丁など 

 の刃物、針、子どもが飲み込める大きさの細かい物など） 

・踏み台になる物はベランダに置かない 

・コンセントなどをいたずらできないようにする 

・遊び食べに注意する（食べ物が喉に詰まることがある） 

・浴室には子ども１人で勝手に入れないよう工夫する 

 救急箱の中身に決まりはありません。普段使うものを、清潔

な入れ物に入れておけばOK です。ただし、滅菌ガーゼや薬は

使用期限がありますし、テープ類は古くなると粘着力が弱くな

ります。１年に１回は中身をチェックしましょう。 

子どもの便秘は意外と多いものです。便秘が続くと、うんちをするときにおしりが痛んだ

り、肛門が切れて血がついたり、おなかが苦しくなったりするため、排便することをいやが

って、ますます便秘がひどくなってしまいます。食事や生活リズムを見直して、快便生活を

目指しましょう。 

７月８月は、たくさんの皆様にご利用頂きありがとうございました。 

お子様の体調不良など、急なことでのお困りの際には、どうぞお気軽にお問い合わせください。 


